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　一9一　　高分解能コリメータ（26㎝〆geom廿ically

eoincidθnt　coユ1imator）の作製

筑波大　臨床医学系　放　○秋貞雅祥

［」立電子　○山口奉頼

　新しい形式の平行型コリメータの理論と経験をもと

に6枚の1剛および2枚の1．5ロ厚の計8枚の各鉛板

（有効径262口）におのおの28．o　o　o孔（1tzrm　Si孔，孔中心

間隔1．5　ma）の孔をあけ，各孔の中心が上から下まで平

行かつ一直線上にある所謂geometricaユly　coincident

COIIimatOrを試作したoその鉛孔面積比は40．8％である（

そこでコリメータの試作は次の過程で行われた0

1）コリメータ治具の作製　2）鉛の鋳込みにより1臼厚

が6枚1．5　ma厚が2枚の鉛板を計8枚作製する。3）各

1剛及び1．5閥厚の鉛板は自重で中心が轡曲するのを防

ぐためAe（1．5晒ダ孔）の保護板で鉛板を支えるc　4）鉛板

8枚，およびAe保護板を順次重ね各28000孔が上から下

まで一直線上に配列する様に固定し周囲を鉛で囲む製作

過程からなりたつ，上記の過程で一番重要な条件であ

るgeomθtrical　coincidenceは26　an中の円内に28000

ケの孔を有する8板の鉛板が正確に作製しうるか否か

にかxっているo
　このために先ずコリメータ治具である鋳型としての

2■厚のアルミ板に28000ケの1m〆の孔，孔中心間距

離1．5晒を正三角形配列をする様に孔をあけることが

必要である。コリメータ治具の作製過程は，アルミ板

に1，割出し2，横線引き5，縦線引き4，立体顕微鏡でそ

の配列チエック5，ポンチング6．ポンチングのドリリ

ングによりアルミ板2枚に28000孔をあけた。1頑間

隔の2枚の治具に28000本のピンを垂直に通しその

空間に熔融した鉛を注ぎこむo

このコリメータの設計は光線追跡法の理論をもとに行

つたものでありr線源側の計4枚の各鉛板は辺縁のみ

1mfで他は1．2．Yでコンプトン散乱をカット出来る

ようにした。これを用いてコリメータの性能試験を行

つたo

（m研究は日立電子木下幸次郎氏の協力によリ三井記

念病院で行われたo）
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　目的：X線マイクロピーム発生機を利用した診断装

置，Dynamic　Scannerを臨床応用し，その診断装置

としての性能を評価する。

　装置の構成：Dynamic　Scannerの構成は概要つぎ

の通りである。（1）加速電圧50～120KV，加速電流

0．5～5mAの高圧電源部。（2）X線発生部は大きなタ

ングステンターゲットよりなる。発生されたマイクロ

ピームX線は径O．1mmおよび0．4mmで，速度10μsec

／field以内の高速で偏向が可能である、（3）検出器

はNal（Tl）を用い，面撮影用の円型検出器と，CT

用の線型検出器の2種類が用意されている。またCT

用の検出器は最高5．5秒で一断面のデータ収集ができ

るよう高速で回転する。（4）電子計算機は32Kで装

置全体の制御および情報の解析に用いる。

　装置の機能：Dynamic　Scannerの機能は大別して

次の3つである。（1）　コンピュータ断層　（2）輪かく

の抽出　（3）走査X線像。

　臨床応用：それぞれの機能について臨床応用を行っ

た結果を報告する。コンピュータ断層については高速

で全身各部の断層像の取得ができること，輪かくの抽

出については，股関節脱臼の診断での応用例を，また

走査X線像については40μRていどの極低線量で像の

取得ができることを示す。
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